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１．環境方針

産業廃棄物の収集運搬及びプラント清掃メンテナンス、生産請負業務等の事業活動全域において省資源・省エネルギー活動を

推進し、地球温暖化の防止に取り組みます。

環境衛生のニーズに応えると共に、廃棄物のリサイクルを促進し、環境保全活動に取り組ます。

行動方針

株式会社丸萬商事は、事業活動の中で環境目的・目標を設定して取り組み、環境負荷の削減に努めます。

１、 事業活動全般に伴う環境への負荷を削減するため、以下の項目を環境管理重点テーマとして取り組み、継続的な環境負荷の削減に努めます。
①収集運搬車両と営業車両の燃料使用量を削減し、排気ガスの抑制。
②事業活動全体の電気使用量の削減.。

上記①②の活動を通じて、二酸化炭素排出量の削減に努めます。

③一般廃棄物の削減。

・一般廃棄物の適正処理及びリサイクル（再生利用）推進。
・事業活動でリユース（再使用)の推進。

④水資源の節水。

⑤業務上の購入品と調達品については、グリーン購入やグリーン調達を推進します。

⑥環境コンサルタント業務の促進。

２、産業廃棄物収集運搬及びプラント清掃メンテナンス業等に係わる環境関連法規・条例及びその他の要求事項を遵守します。

３、環境マネジメントシステムの継続的改善に努めます。

４、この環境方針は、社員全員に周知すると共に、社外にも公表します。
制定日 2007年 9月25日
改訂日 2017年 10月 1日

株式会社丸萬商事

代表取締役 安本 悠起子



２．事業所の概要

・株式会社丸萬商事 代表取締役 安本 悠起子

事業所名及び代表者名

•昭和48年12月5日 （創業 昭和３６年５月）

設立年月日

•５，０００万円

資本金

• 本社 大阪府松原市三宅西１丁目３４５番地の７ TEL072-336-2068 FAX072-336-4591

• 対象事務所：下記３ヶ所

①柏原営業所 大阪府柏原市国分東条町３２７３㈱ジェイテクト国分工場内

TEL072-977-5882 FAX072-977-5883

②堺営業所 大阪府堺市西区築港新町３丁１番地 宇部興産㈱堺工場内

TEL072-280-6886 FAX072-280-6888

③堺東営業所 大阪府堺市堺区市之町東５丁２－１１堺グリーンプラザ３Ｆ

TEL072-228-1202    FAX072-228-1220

所在地（認証・登録対象組織・サイトは全社）

•責任者 専務取締役 安本 晃 TEL: 072-228-1202

•担当者 管理部環境安全課 藤原 直子 TEL: 072-977-5882

環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

•産業廃棄物収集運搬

•プラント清掃メンテナンス

•生産請負業務

•廃棄物処理にかかわるコンサルタント業務

•前記各項の付帯する一切の業務

事業の内容（認証・登録範囲：全組織・全活動）

•１０月～９月

事業年度



３．事業の規模

活動規模 2017年 2018年 2019年

売上高 ５４６百万円 ６９６百万円 ８４１百万円

収集運搬量
（汚泥・廃プラスチック類、その他） 13,500t 14,497t 14,892t

・ 従業員数
38人（認証・登録適用範囲内従業員数32人）（常駐先従業員数6人）

※2019年9月30日現在
尚、認証・登録範囲外の従業員は常駐している客先のＥＭＳの管理下で活動している。

延べ床面積 ３３５．１７㎡
（本社１６５．８㎡ ・ 柏原営業所６１．２７㎡ ・ 堺営業所４５．３６㎡ ・ 堺東営業所６２．７４㎡）



（２）保有車両・機材- １

多目的 ７トンコンテナ車 2台

１０トンダンプ車 1台４トンダンプ車 1台１．５トントラック 1台１．１５トントラック 1台

１０トンコンテナ車 2台４トンコンテナ車 1台

７トンコンテナ車 1台

コンテナ搭載時

ブロワー装置搭載時

高圧ＪＥＴ洗浄装置搭載時



（２）保有車両・機材- ２

２．５トンフォークショベル 1台 ２トンフォークリフト（標準型・回転型） ２台 １３ＫＬステンレスタンクローリ ２台

２トンバキューム車 1台

７トンブロワー車 １台

１０トンブロワー車 1台

計量装置付き２５トンブロワー車 ２台
計量装置付き



（２）保有車両・機材- ３

計量装置本体 携帯端末機 計量伝票 後部積載重量デジタル表示

計量装置付７トンパッカー車での回収に変更した場合

・複数の企業様をルート巡回して処理業者へ運送するため、
従来のパッカー車に比べて運搬作業の費用が軽減できる。

・お客様の前で計量伝票を発行し、適正な金額をその場で
確認できる。
※弊社の処理費の精算方法は重量精算

※国内初ママニフェスト対応
計量票即時発行システム

※弊社の自動計量パッカー車による産業廃棄物収集運搬シ
ステムにより、産廃排出事業者が、
１）収集運搬コストの削減
２）産廃の保管スペースと分別スペースの確保
３）防火・防災管理の強化
４）食品工場での防虫・防臭等の衛生管理向上
５）産廃発生量の目標管理向上

以上のメリットが図れる。

７トンパッカー車 ３台



（３）産業廃棄物収集運搬許可番号

府・県名 区分 許可番号 許可年月日 有効年月日 備考

大阪府

産業廃棄物 第02700004771号 平成28年4月28日 平成35年4月27日 優良

特別管理産業廃棄物 第02750004771号 平成27年7月1日 平成34年6月30日 優良

奈良県

産業廃棄物 第02900004771号 平成29年6月5日 平成36年6月4日 優良

特別管理産業廃棄物 第02950004771号 平成30年6月1日 平成35年5月31日

三重県

産業廃棄物 第02400004771号 平成30年2月19日 平成37年2月18日 優良

特別管理産業廃棄物 第02450004771号 平成28年7月20日 平成35年7月19日 優良

滋賀県 産業廃棄物 第02501004771号 平成27年6月25日 平成34年8月24日 優良

愛知県 特別管理産業廃棄物 第02350004771号 平成29年1月17日 平成34年1月16日

福井県 産業廃棄物 第01807004771号 平成29年2月28日 平成34年2月27日

岐阜県 産業廃棄物 第02100004771号 平成31年2月18日 平成36年2月17日

兵庫県

産業廃棄物 第02804004771号 平成28年2月2日 平成35年2月1日 優良

特別管理産業廃棄物 第02854004771号 平成26年6月1日 平成33年5月31日 優良

京都府

産業廃棄物 第02601004771号 令和元年12月18日 令和8年12月17日 優良

特別管理産業廃棄物 第02651004771号 平成28年10月23日 平成35年10月22日 優良

和歌山県 産業廃棄物 第03000004771号 平成27年8月23日 平成34年8月22日 優良

岡山県

産業廃棄物 第03308004771号 平成26年3月16日 平成33年3月15日 優良

特別管理産業廃棄物 第03350004771号 平成29年11月13日 平成34年10月28日 優良

広島県 特別管理産業廃棄物 第03450004771号 平成31年1月4日 平成36年1月3日

徳島県

産業廃棄物 第3600004771号 平成29年5月17日 平成36年4月26日 優良

特別管理産業廃棄物 第3650004771号 平成29年5月17日 平成36年4月26日 優良

福岡県

産業廃棄物 第04000004771号 平成28年12月9日 平成33年12月8日

特別管理産業廃棄物 第04050004771号 平成29年12月20日 平成36年12月19日 優良

山口県

産業廃棄物 第03500004771号 平成31年3月7日 平成38年3月6日 優良

特別管理産業廃棄物 第03550004771号 平成31年3月7日 平成38年3月6日 優良

愛媛県 産業廃棄物 第03806004771号 平成31年3月24日 平成38年3月23日 優良

千葉県

産業廃棄物 第01200004771号 平成31年1月25日 平成36年1月24日

特別管理産業廃棄物 第01250004771号 平成31年1月25日 平成36年1月24日

※積み替え保管場所無し

※今年度（2019年度）変更事項

・愛媛県・山口県の産業廃棄物収集運搬業、山口県の特別管理産業廃棄物収集運搬業許可証で優良認定を受けた。

・岐阜県・千葉県で産業廃棄物収集運搬業、広島県・千葉県で特別管理産業廃棄物収集運搬業の許可を受けた。



特別管理産業廃棄物

府・県名

種類

大
阪
府

奈
良
県

三
重
県

兵
庫
県

京
都
府

岡
山
県

広
島
県

徳
島
県

福
岡
県

山
口
県

愛
知
県

千
葉
県

燃え殻 ● ● ● ● ● ● ● ●

汚泥 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

廃油 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

廃酸 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

廃アルカリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ばいじん ● ● ● ● ● ● ● ● ●

廃石綿等 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

廃水銀等 ● ● ● ● ●
廃PCB等

(低濃度PCB廃棄物) ● ●
PCB汚染物

(低濃度PCB廃棄物) ● ●

●： 許可取得



産業廃棄物

府・県名

種類

大
阪
府

奈
良
県

三
重
県

滋
賀
県

兵
庫
県

京
都
府

和
歌
山
県

岡
山
県

徳
島
県

福
岡
県

山
口
県

愛
媛
県

福
井
県

岐
阜
県

千
葉
県

燃え殻 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

汚泥 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

廃油 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

廃酸 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

廃アルカリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

廃プラスチック ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

紙くず ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

木くず ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

動物性残さ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ゴムくず ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

金属くず ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ガラスくず ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

鉱さい ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

がれき類 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ばいじん ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

産業廃棄含む
石綿含有産業

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

産業廃棄物
水銀使用製品

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

水
銀
含
有
ば
い
じ
ん
等

燃え殻 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

汚泥 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

廃酸 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

廃アルカリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

鉱さい ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ばいじん ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●： 許可取得

※産業廃棄物収集運搬料金は、随時無料で見積り致します



４．主な環境負荷の実績

弊社の主な環境負荷は作業車両の燃料になるので、仕事量が増えれば車両燃料使用量も増え、二酸化炭素排出量も増えます。

環境に与える負荷を常に低減するようエコドライブ推進、車両管理、更なる収集運搬の配車効率化を図っています。

現在、燃料の二酸化炭素排出量の削減を、１時間当たりの車両燃料使用量の削減で取り組んでいます。

※主な環境負荷の排出量推移

年 度 2011年度
（基準年度）

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

総二酸化炭素排出量*10-1 ㎏－ＣＯ２ 20,774 19,277 21,458 32,148 33,165 27,037 27,938 32,038 36,649

収集運搬量 t 9,755 9,333 11,422 13,540 14,005 12,446 13,500 14,497 14,892

20,774 19,277 
21,458 

32,148 33,165 

27,037 27,938 
32,038 

36,649 

9755 9,333 
11,422 

13,540 14,005 12,446 13,500 14,497 14,892 

収集運搬量と総二酸化炭素排出量の推移

総二酸化炭素排出量 *10-1 収集運搬量㎏－ＣＯ２
t

・総二酸化炭素排出量は、ガスも含む。



全体の二酸化炭素排出量の割合

2016年度

二酸化炭素総排出量 270,372㎏－ＣＯ２

電力の二酸化炭素排出量 13,657㎏－ＣＯ２

車両燃料の二酸化炭素排出量 255,998㎏－ＣＯ２

2018年度

二酸化炭素総排出量 320,382㎏－ＣＯ２

電力の二酸化炭素排出量 10,784㎏－ＣＯ２

車両燃料の二酸化炭素排出量 30,9544㎏－ＣＯ２

2019年度

二酸化炭素総排出量 366,494㎏－ＣＯ２

電力の二酸化炭素排出量 6,312㎏－ＣＯ２

車両燃料の二酸化炭素排出量 359,337㎏－ＣＯ２

2017年度

二酸化炭素総排出量 279,381㎏－ＣＯ２

電力の二酸化炭素排出量 10,411㎏－ＣＯ２

車両燃料の二酸化炭素排出量 268,392㎏－ＣＯ２

電力の二酸化

炭素排出量
4%

車両燃料の

二酸化炭素

排出量
96%

2017年度電力の二

酸化炭素

排出量
5%

車両燃料の

二酸化炭素

排出量
95%

2016年度

電力の二

酸化炭素

排出量
3%

車両燃料の

二酸化炭素

排出量
97%

2018年度
電力の二

酸化炭素

排出量
2%

車両燃料の

二酸化炭素

排出量
98%

2019年度

評価：車両燃料の二酸化炭素排出量が９０％以上

を占めているので、エコドライブの教育推進を図る



主な環境負荷の推移

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

2.50 2.50 2.50 

2.33 2.33

2.45 2.46 

2.40 

2.24 2.25

車両１時間当たりのガソリン消費量

各年度の目標値 リットル/時間 ガソリンの使用量 リットル/時間

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

8.50 8.50 8.50 

7.91 7.90 

8.39 
8.31 8.19 

7.79 7.84 

車両１時間当たりの軽油消費量

各年度の目標値 リットル/時間 ガソリンの使用量 リットル/時間

4.80

5.00

5.20

5.40

5.60

5.80

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

5.80 5.80 5.80 

5.40 5.40 

5.68 5.70 
5.56 

5.19 5.22 

ガソリンを１時間に消費した場合の二酸化炭素排出量

各年度の目標値 kg-CO2/時間 ガソリンの使用量 kg-CO2/時間

19

20

21

22

23

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

22.31 22.31 22.31

20.75 20.74

22.03 21.8
21.48

20.44 20.54

軽油を１時間に消費した場合の二酸化炭素排出量

各年度の目標値 kg-CO2/時間 ガソリンの使用量 kg-CO2/時間

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

21.5 24.0 25.0 26.0 27.0 28.0 30.0 
23.6 

36.8 
25.7 26.6 27.4 

36.0 37.3 

グリーン購入の割合

各年度目標値％

グリーン購入％

評価：ガソリンと軽油は各年度

の目標値以下で達成している。

グリーン購入率も向上し消耗品

等も可能な限り対象商品を購入

していく。
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電気使用量で排出した二酸化炭素量

1,050

1,100

1,150

1,200

1,250

1,300

2019年度
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1,264 

目標値Kg
1,150 

一般廃棄物排出

使用量kg

1,128 

一般廃棄物排出量

※今年度より電力二酸化炭素排出量・一般廃棄物排出量・上下水使用量は、原単位目標を止め、新しい目標値を設定した為グラフを変更してます。

評価：目標値以下で達成できた。

主な環境負荷の推移



５.実施体制図（2019年9月30日現在）

代表取締役社長

安本 悠起子

柏原営業所 ・ 堺営業所

工事課課長

課員

生産課課長

常駐生産

支援課員課員

EA21推進会議
安本 悠起子

安本 晃

開発部部長

開発部主幹

営業部部長

課員

営業部課長

EA21事務局

藤原 直子

細見 奈央

環境管理責任者
専務取締役

安本 晃

本社

環境安全課課長

課員

総務経理課課長

課員

堺東営業所

工務部部長

工事課係長

工事課主任

常駐清掃

支援課員

管理部部長

生産課主任

適用範囲

活動：産業廃棄物収集運搬

プラント清掃メンテナンス

生産請負業務

廃棄物処理にかかわるコンサルタント業務

前記各項の付帯する一切の業務

総従業員数：３８名

常駐先従業員数：６名

認証・登録適用内従業員数：３２名

認証・登録範囲

住所：大阪府松原市三宅西１丁目３４５－７

関連事務所：４箇所

対象事務所名：柏原営業所 大阪府柏原市国分東条町３２７３

堺営業所 大阪府堺市西区築港新町３丁１番地

堺東営業所 大阪府堺市堺区市之町東５丁２－１１

堺グリーンプラザ３F

（常駐している客先のEMSで活動しており適用範囲外）



６．環境目標及びその実績＆環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容
（2018年10月～2019年9月）

・ガソリン、軽油に関しては、作業車両１時間当たりの消費量で算出している。（年間の平均）

※２０１９年度から電力二酸化炭素排出量・一般廃棄物排出量・水使用量の削減は、取組目標の変更あり

・水漏れチェック

・節水の呼びかけ

・洗濯はまとめて

・雨水の有効利用

・冷暖房温度の設定

※大阪ガスの二酸化炭素排出係数、０．３９８㎏-CO2／ＫＷｈを使用

5.40

5.22

0.18

96.67%

705

89.95%

・一般廃棄物のリサイ
クル化

・ペーパーレス化

継続して目標達成手段
に取り組む

1,264

1,150

90.98%

22

９ 件

・環境に配慮した
製品（環境物品）
を優先的に購入し
たり情報提供する
ことによって、環
境物品の需要拡
大を図る

・事務用品はアス
クルのグリーン商
品リストマークの
有る物を優先的に
購入する

・取引事業者に対
し廃棄物の処分
方法の改善とリサ
イクルの促進をコ
ンサルタントする

・ミスコピーの防止

20.54

20.74

2114

３５０．０ ㎥ ３２％

・古紙の再利用の促進

年度目標 達成

・封筒の再利用

継続して目標達成手段
に取り組む

0.40

93.10%

99.04%

0.20

6

37.7

362.1

63.9

92.96%

1.57

２０１１年２００７年

426.0

98.10%

・裏紙の使用

85.00%

91.80%

1,128

２０１２年２００７年２０１４年

22.31

ガソリン使用量の
削減

軽油使用量の削減

5.80

２０１４年

㎏-CO2 ㎥

一般廃棄物排出量の
削減

 ㎏-CO2/時間 ㎏

取組項目

単位

電力使用量の削減

・駐車場所に注意

エコドライブ１０を実施

・アイドリングストップ

332.4

29.7

水使用量の削減

 ㎏-CO2/時間

8.5

グリーン購入
コンサルタント
業務の促進

21.5

　（冷房２８℃、暖房２
０℃）

・対流による室温の統
一化

・電気製品の省エネ化

・電気製品の空運転防
止

・断熱対策

・不要照明の消灯

・作業道具の再使用

・冷暖房の控え目使用

２０２０年度以降
の目標値

６，５８１㎏-CO2

目標

実績

7,711

２００７年

7,017

6,312

694

91.00%

％ 件

30 8

・ゴミの分別の徹底

５．３０ ㎏-CO2/時間

・急発進、急加速の防止

139.53% 133.33%

年度目標 達成

継続して目標達成手
段に取り組む

125.7%

全
社

基準年度比

差

結
果

差

継続して目標達成手段
に取り組む

年度目標 達成

基準年度

今年度

数値

目標達成手段

２０１９年

0

8

7.7

年度目標 達成 年度目標 達成 年度目標 達成

・暖機運転は適切に

・車間距離は余裕をもって

100.00%

１，１４０ ㎏２０．６０ ㎏-CO2/時間

継続して目標達成手
段に取り組む

年度目標 達成

継続して目標達成手段
に取り組む

継続して目標達成手段
に取り組む

・タイヤの空気圧チェック

・不要な荷物を降ろす

・エンジンブレーキを積極的

・道路交通情報の活用

比

評価



※本社は、軽油の使用なし。

※堺営業所は、上水を常駐先から供給を受けている為、実績把握が困難な為、定性目標を設定して取り組んでいる。

定性目標の点数（自己申告による点数制）

・（８点）達成手段をよく理解し・１００％守れた ・（７点）達成手段はよく理解した・７５％守れた ・（６点）達成手段は理解した・５０％守れた

・（５点）達成手段は少し理解した・５０％守れた ・（４点）達成手段は理解した・２５％守れた ・（３点）達成手段は少し理解した・２５％守れた

・（２点）達成手段は理解したが・守れなかった ・（１点）達成手段は少し理解した・守れなかった ・（０点）達成手段を理解できず・守れなかった

取組項目 電力ス使用量の削減 ガソリン使用量の削減 軽油使用量の削減 一般廃棄物排出量の削減 水使用量の削減 グリーン購入
コンサルタント業務

の促進

単位 ㎏-CO2 ㎏-CO2/時間 ㎏-CO2/時間 ㎏ ㎥ ％ 件

本
社
、
堺
東
営
業
所

基準年度 ２００７年 ２０１４年 ２００７年 ２００７年 ２０１２年 ２０１１年

数値 1,607 5.22 54.0 111.0 22.5 6

今年度 ２０１９年 ２０１９年

目標 1,350 4.66 36.0 95.4 30 8 

差 257 0.56 18.0 15.6 7.5 2 

基準年度比 84.01% 89.27% 66.67% 85.95% 133.3% 133.33%

実績 1,187 4.47 34.0 74.4 30.3 8 

結
果

差 163 0.19 2.0 21.0 0.3 0 

比 87.93% 95.92% 94.44% 77.99% 101.0% 100.00%

評価 年度目標 達成 年度目標 達成 年度目標 達成 年度目標 達成 年度目標 達成 年度目標 達成

柏
原
営
業
所

基準年度 ２００７年 ２０１４年 ２０１４年 ２００７年 ２００７年 ２０１２年

数値 4,028 6.80 11.55 852.0 315.0 20

今年度 ２０１９年

目標 3,625 6.67 11.32 809.0 266.0 30

差 403 0.13 0.23 43.0 49.0 10

基準年度比 90.00% 98.09% 98.01% 94.95% 84.44% 150.0%

実績 3,255 5.90 11.23 788.4 258.0 33.2

結
果

差 370 0.77 0.09 20.6 8.0 3.2

比 89.79% 88.46% 99.20% 97.45% 96.99% 110.7%

評価 年度目標 達成 年度目標 達成 年度目標 達成 年度目標 達成 年度目標 達成 年度目標 達成

堺
営
業
所

基準年度 ２００７年 ２０１４年 ２０１４年 ２００７年 ２０１２年

数値 2,076 5.76 22.31 358.0 25.0%

今年度 ２０１９年 ２０１９年

目標 2,014 5.76 21.64 308.0 35.0%

差 62 0.00 0.67 50.0 10.0%

基準年度比 97.01% 100.00% 97.00% 86.03% 140.0%

実績 1,870 4.24 21.43 305.7 47.2%

結
果

差 144 1.52 0.21 2.3 12.2%

比 92.85% 73.61% 99.03% 99.25% 134.9%

評価 年度目標 達成 年度目標 達成 年度目標 達成 年度目標 達成 年度目標 達成



７．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

適用される法規 内 容

廃棄物処理法

・産業廃棄物収集運搬業（特別管理）の許可
収集運搬業許可が、同一都道府県内において、一つの政令市の区域を越えて行う産業廃棄物の収集運搬は、当該都道府県知事の許可

のみで行える事になった。但し、積替え保管を伴う収集運搬については、その許可の取扱いに変更はなく、従来通り積替え保管を行う区域
の都道府県知事・政令市長の許可が必要である。
※改正法の施行日が２０１１年４月１日
・優良産廃処理業者認定制度

通常の許可基準よりも厳しい基準をクリアした優良な産廃処理業者を、都道府県・政令市が審査して認定する制度。
※改正法の施行日が２０１１年４月１日
・廃水銀等の収集運搬又は処分を行う際には、特別管理産業廃棄物の収集運搬又は処分に係る許可が必要

平成２８年４月１日から施行
・平成２９年１０月１日以降、水銀廃棄物の収集運搬を行うためには、種類や限定条件に該当する水銀廃棄物が含まれた許可が必要。

①水銀含有ばいじん等 ②水銀使用製品廃棄物

・アスベストの収集運搬
（他の廃棄物と混載してはならない、飛散防止、最終処分場まで直送）

・PCB廃棄物の収集運搬は、特別管理産業廃棄物収集運搬業の許可が必要
・排出事業者との書面による、事前の契約締結
・マニフェスト受付処理

＜紙マニフェストの場合＞
①Ｂ１、Ｃ２票の保管（５年間）
②Ｂ２票の返却（運搬終了後１０日以内）

＜電子マニフェストの場合＞
①運搬終了日から3日以内に、必要事項を入力して情報処理センターに報告
②マニフェストの保存が不要（情報処理センターが保存、5年分は常時確認可能）

・帳簿（収集運搬台帳）の備え付けと保存（５年間）
・収集運搬基準（車両の表示・書類の携帯・収集運搬時の飛散防止）
・事業者の責務

①廃棄物を自らの責任において適切に処理する。
②産業廃棄物処理業者から処分が困難との通知を受けた場合は必要な処置を講ずると共に、30日以内に都道府県

知事に報告する。 （平成２３年４月１日に施行された改正廃棄物処理法）
③委託者が産業廃棄物の処理状況を確認する努力義務（平成２３年４月１日に施行された改正廃棄物処理法）
④自社廃棄物の適正保管、適正処理及び管理票交付状況報告（法12条）

・一般廃棄物は許可を受けた業者への委託（委託業者との契約）

PCB 特措法
・PCB廃棄物の保管及び処分等の状況の届出

低濃度ＰＣＢの処分期間は２０２７年３月末まで
※弊社に低濃度ＰＣＢの、使用又は保管はありません

法的義務を受ける主な環境関連法規は次の通りである。



自動車ＮＯｘ ・ ＰＭ法

・自動車排出窒素酸化物、粒子状物質などの排出抑制に努める。
・府内の３７市町の対策地域（能勢町、豊能町、太子町、河南町、千早赤阪村、岬町を除く３７市町）を発地又は着地として、「対象自動車」で、
荷物の積卸し、人の乗り降りや作業などを伴う場合は、「車種規制適合車（自動車ＮＯｘ・ＰＭ（ノックス・ピーエム）法に規定する排ガス基準を
満たす自動車）又は経過措置対象車」を使用しなければならない
※適合車使用

道路運送車両法
・車両の定期検査
・車両総重量が８トン以上又は最大積載量が５トン以上の運送用普通自動車は、運行記録計を備えなければならない。
・車両総重量８トン以上のトラック等５台以上の使用の本拠ごとに、整備管理者の選任が必要。

道路交通法
・車両事故防止の為の安全対策（人、物、管理）
・通行禁止道路を通行する場合、通行許可が必要。
・運行計画や運転日誌の作成、安全運転の指導を行う安全運転管理者の選任を行う。

自動車リサイクル法 ・車の所有者（最終所有者）は、リサイクル料金の支払いと自治体に登録された引取業者への廃車の引き渡し。

下水道法 ・下水道受入基準を超える排水を出さない。

家電リサイクル法 ・一般家庭や事務所から排出された家電製品を認定業者に引き渡し、有用な部分や材料をリサイクルし、廃棄物を減量するとともに、資源の
有効利用を推進する。

消防法
・貯蔵所及び取扱所においての、危険物の取扱は危険物取扱者の立会いが必要。
・移動タンク貯蔵所（タンクローリー）による危険物の移動は、当該危険物を取り扱うことができる危険物取扱者（危険物取扱者免状を携帯し）
を乗車させる。

高圧ガス保安法 ・貯蔵においての規則に準じる。

小型家電リサイクル法 ・使用済小型電子機器等の再資源化を促進するための措置を講ずることにより、廃棄物の適正な処理及び資源の有効な利用の確保を図る。
・消費者の責務は分別して排出。（平成２５年度４月１日から施行）

労働安全衛生法一部
改定平成26年から

平成28年6月までの間
に順次施行

・ストレスチェック制度の創設
医師、保健師などによるストレスチェックの実施を事業者に義務付ける。
ストレスチェックの結果を通知された労働者に、医師の意見を聴いた上で、必要な場合には、適切な就業上の措置を講じなければならない。
・受動喫煙防止対策の推進

労働者の受動喫煙防止のため、事業者及び事業場の実情に応じ適切な措置を講ずることを努力義務とする。
・労働時間の状況の把握
・面接指導
・産業医・産業保健機能の強化
・法令等の周知の方法
・心身の状態に関する情報の取扱い

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、環境関連法規等は遵守されていました。

なお違反、訴訟等も過去５年間有りません。



８．代表者による全体評価と見直しの結果（２０１９年１２月１６日）

・月次に合わせてしっかり数値をみていき、環境負荷削減の為の取り組み方法に変更致しました。

・エコドライブの更なる徹底をドライバーに周知させていきます。

・環境負荷削減の為、新規購入の電化製品、電気機器、車両は、環境に配慮した物を優先して購入していきます。

【代表者コメント】

昨年10年表彰を受け、全社員に活動の更なる周知と新入社員にもしっかり教育し環境に配慮した取り組みを進め

て参ります。

環境ボランティアの参加など、まずは地域の環境活動の推進・貢献に努めます。

以上


